
技術 2 ― 1 

学 習 の 指 針（シラバス） 

 

教科名 技 術 実施学年 ２年 週時数 ２時間 

１ 学習の目標等 

   

   学習の目標 

    

 コンピュータ活用等に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに、技

術が果たす役割についての理解を深めながら、それらの危険性についても考

え、適切に活用する能力と態度を育てる。 

 生物育成に関する基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ、社会や環境

に果たす役割と影響について適切に評価し活用する能力と態度を育成する。 

使用教科書・副教材等   「技術・家庭 技術分野」開隆堂、栽培（種・土・鉢） 

２ (1)学習計画及び評価方法等＜6 月 1 日現在＞ （カッコ内は後期履修の場合） 

 

月 学習内容 学習のねらい 実習 評価 

６月 

(１０月) 

 

 

 

 

 

６月 

(１１月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 

(１２月) 

 

 

 

・情報と私たちの

生活 

・わたしたちの生

活と生物育成 

 

 

 

・情報通信ネット

ワークの利用 

・生物の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・情報通信ネット

ワークと情報セ

キュリティ 

・作物の栽培 

 

・身の回りに生活や社会を向上

させている情報に関する技術

があることに気づく。 

・生物育成が生活に果たす役割

について関心を持つことがで

きるようにする。 

 

・コンピュータの構成や、情報

通信ネットワークの構成を知

る。 

・生物育成を知り、その育成に

見通しをもつことができる。 

 

 

 

 

 

 

・情報通信ネットワーク利用時

の危険性について知る。 

・地域環境や作物の特性を考慮

して栽培計画を立てられる。 

 

 

・文書作成

ｿﾌﾄ（ワー

ド）の操作 

・栽培（種

植え） 

 

 

・プレゼン

テーション

ソフトの操

作 

・栽培（植

え替え） 

 

 

 

 

 

 

・コンピュ

ータを用い

た計測制御

プログラム

作成 

・身の回りの情報技術に

気づけたか。 

・生物育成に関する技術

が、生活に果たす役割に

ついて、関心を示してい

る。 

 

・コンピュータや情報通信

ネットワークの構成を理

解できたか。 

・生物育成のサイクルや育

成計画の立て方を知り、そ

の育成に見通しを持つこ

とができるか。 

・情報通信ネットワーク

の危険性を理解できた

か。 

・条件に応じて、作業の手

順や肥料を適切に選択し、

栽培計画をたてているか。 

・ワードを使って効果的

な文書作成ができたか 

・情報モラルを守ろうと

するか。 



技術 2 ― 2 

７月 

(１月) 

 

 

 

 

９月 

（２月） 

 

 

 

 

１０月 

(３月) 

・情報モラルと知

的財産 

・動物の飼育 

 

 

・情報を処理する

仕組み 

 

・水産生物の栽培 

 

・ディジタル作品

の設計と制作 

・生物育成に関す

る技術の評価・活

用 

・プログラムによ

る計測・制御 

・人権、個人情報など情報を扱

う際の規則、マナーを知り、情報

の適正な利用法を考える。 

・育成する動物の成長の変化に

応じて適切な管理作業ができる。 

・ディジタル化を含め、コンピ

ュータが情報を処理する仕組み

を知る。 

・栽培する水産生物の成長の変

化に応じて、適切な管理作業がで

きる。 

・ディジタル作品を制作する。 

・生物育成に関する技術が社

会・環境に与えている影響につい

て理解する。 

・コンピュータを用いた計測、

制御の基本的な仕組みを知り簡

単なプログラムを作成する。 

・適切な管理方法を考え

ているか。 

・パワーポイントを使っ

て効果的な発表資料を作

れたか。 

・新しい発想を生み出し

活用しようとしている。 

・計測制御プログラムを

制作できたか。 

 

・生物育成に関する技術

が社会や環境に果たして

いる役割と影響について

理解できたか。 

３．評価について 

（１）評価の観点及び内容・評価材料 

 評価の観点及び内容 評価材料 

生活や技術への

関心・意欲・態度 

情報に関する技術に関心を持ち、情報技術を安全かつ効果的

な利用に積極的に取り組む。 

生物育成に関する技術を適切に評価し活用しようとしてい

る。 

ワークシートへの記

述 

☆授業での実習の態

度 

生活を工夫し創

造する能力 

コンピュータを用いた作品を制作するにあたって、生活を豊

かにするための工夫ができる。 

生物育成に関する技術を適切に評価し活用している。 

☆授業で作成した作

品への工夫 

生活の技能 コンピュータを用いて、多様なメディアを複合した作品を設

計製作できる。 

簡単なプログラムを作成できる。 

生物の適切な管理作業ができる。 

☆授業で作成し 

た作品(多様なメ 

ディアの作品、プ 

ログラム)の制作技能 

生活や技術につ

いての知識・理解 

コンピュータ、情報通信ネットワークの仕組みを知り、著作

権等の法律やルールを知る。 

生物の計画的な管理方法についての知識を身に付けている。 

  

定期テスト 

☆印の項目は、授業を欠席した場合評価に含めることができない場合があります。 

（２）観点別評価からの評定の算出の仕方 

 A=２点、B=１点、C=０点として４つの観点別評価を合計し、下の表に照らして評定を算出します。 

評定 観点別評価の合計 

５ １２点 

４ １０～１１点 

３ ７～９点 

２ ５～６点 

１ ４点 

 


